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令和 3年 3月 9日 

嘉麻市地域活性推進課 

  



小さな拠点形成促進事業事例について（筑紫野市） 

※インターネット閲覧、筑紫野市企画政策課電話照会により内容確認 

 

１．実施の経緯 

筑紫野市の地域再生計画の取り組みとして国の地方創生推進交付金を活用し、

筑紫野市版「小さな拠点」づくりモデル事業を実施。 

（事業期間：平成３０年度から 2 年間） 

 

２．事業内容 

 ①地域ボランティア養成講座開催事業 

②コミュニティカフェの開設事業 

③自治会バス実証運行事業 

 

３．自治会バス実証運行事業について 

【事業実施に至った経緯】 

対象地区（御笠地区）が山間部であり高齢者が多く、買物支援と健康福祉の観

点から拠点施設までをつなぐバス運行を行うこととなった。 

 

①初期費用：バス購入費（国庫補助） 

②運行費用：Ｈ３０年度・Ｒ１（国庫補助）、Ｒ２については単費 

③運行形態：業務委託（御笠自治協議会が受託） 

 

 

 

 

 

 

 

 


